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災害ボランティアの心構え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『V ネット』とは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お年寄りや地域の方々に楽しんで頂きたいとの思いで、平成 

１８年５月より活動を開始しています。主に福津市内の高齢者施 

設や公民館等で演奏活動を行っています。オカリナ、ギター、ピ 

アノ演奏や合唱等で利用者との交流を図っていますが、演奏を聞 

いてくださる利用者さんやお客様の笑顔を励みに日々練習して 

います。 

■問い合わせ先  

福津市ボランティアセンター ℡42-9071 Fax42-9072  E-mail fukutsu-vc@cap.ocn.ne.jp 

住民の手による住みよいまちづくりなど、地域住民が主体となったさまざまな取り組みが各地区で行われ

るようになりました。そのような動きの中で、ボランティア活動への関心が高まり、重要性が広く認識され

るようになっています。 

  そこで、ボランティア活動に関する情報を集約し、積極的に活動を支援するため、ボランティアネットワ

ークシステム（略称「V-net」）を導入しました。「ボランティア活動をしたい人（提供者）」と「ボランティ

ア活動をしてほしい人（依頼者）」を適切に結び、活動の場を広げることができるシステムです。 

 

活動団体の紹介（カモミール） 

日本は災害大国と呼ばれています。今年７月に起きた豪雨災害など、自然災害による被害が毎年発生し

ています。それに対し、様々な地域で被災者への支援を目的とした災害ボランティアの募集が行われ、多

くの人が参加している光景をよく目にするかと思います。では、災害ボランティアとして参加するにあた

って、どのようなことを心がけておく必要があるでしょうか。 

まず考えておかないといけないことは、「被災者のためにボランティア活動を行う」ということです。ボ

ランティアに参加するきっかけは人それぞれです。就職活動や受験の際の話の種になるからと災害ボラン

ティアに参加するという人もいるでしょう。しかし、参加さえすればいいと何も準備することなく単身で

活動に参加し、作業中に熱中症になるなどかえって邪魔になってしまうケースや、被災者の思いを汲まず

自分本位に行動して、被災者や他の災害ボランティアの人とトラブルに発展するケースもあります。 

災害ボランティアは被災者にとって直接的に大きな助けになる一方、安易な気持ちで参加しては逆に迷

惑となったり被災者を傷つけてしまったりする場合もあります。そのことを踏まえ、どのようなことが求

められているのか、自分に何ができるのかを考えて参加するかを決める必要があります。 
次回に続く 
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